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2020.4.20 作成  

監査 No 
統合内部監査チェックリスト 

承認 作成 

チェックリスト No   

発 行：     年  月  日 被監査プロセス：支援プロセス   

監査員： 被監査者：総務部長   

 ISO 規格 要求事項 
茶字：ISO900１：2015 独自の要求事項 

青字：ISO14001:20015 独自の要求事項 黒字は共通 
No 質問事項 評価 メモ 

 
 

前回の宿題事項の確認   

  リスク及び機会/環境側面   

6.1.2  環境側面 
組織は、環境マネジメントシステムの定めら

れた適用範囲の中で、ライフサイクルの視点を

考慮し、組織の活動、製品及びサービスについ

て、組織が管理できる環境側面及び組織が影響

を及ぼすことができる環境側面、並びにそれら

に伴う環境影響を決定しなければならない。 
環境側面を決定するとき、組織は、次の事項

を考慮に入れなければならない。 
a) 変更。これには、計画した又は新規の開発、

並びに新規の又は変更された活動、製品及

びサービスを含む。 
b) 非通常の状況及び合理的に予見できる緊急

事態 
組織は、設定した基準を用いて、著しい環境

影響を与える又は与える可能性のある側面(す
なわち、著しい環境側面)を決定しなければなら

ない。 
組織は、必要に応じて、組織の種々の階層及

び機能において、著しい環境側面を伝達しなけ
ればならない。 
組織は、次に関する文書化した情報を維持し

なければならない。 
� 環境側面及びそれに伴う環境影響 
� 著しい環境側面を決定するために用いた

基準 
� 著しい環境側面 

1 
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3 

 

 

 

支援プロセスの環境側面と環境影響評

価、及び著しい環境側面を決定する基

準の文書を見せてください。 

例：環境側面及び環境影響評価表 

社内の事業プロセスや地域に対して影

響を及ぼすことができる環境側面（重

要な順守義務を含む）は、抽出されて

いますか。 

（ライフサイクル視点の環境側面） 

例えば、環境教育の計画と実施、会社周辺の

美化等 

これら検討された環境側面の中から、

著しい環境側面（重要又は気にかかる

環境側面）をどのように決定されてい

ますか。 

 

  

6.1.3 順守義務 
組織は、次の事項を行わなければならない。 

a) 組織の環境側面に関する順守義務を決定

し、参照する。 
b) これらの順守義務を組織にどのように適用

するかを決定する。 
c) 環境マネジメントシステムを確立し、実施

し、維持し、継続的に改善するときに、こ

れらの順守義務を考慮に入れる。 
組織は、順守義務に関する文書化した情報を

維持しなければならない。 
5.1.2 顧客重視 

トップマネジメントは，次の事項を確実にすることに

よって，顧客重視に関するリーダーシップ及びコミ

ットメントを実証しなければならない。 

a) 顧客要求事項及び適用される法令・規制要求

事項を明確にし，理解し，一貫してそれを満たして

いる。 
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3 

 

 

環境に関連する法令、条例等の中で、当

プロセスが順守しなければならない項目、

特に罰則規定がある項目は何ですか。 

例えば、廃棄物処理法、フロン排出抑制法 

 

環境以外では、どのような法令・規制があ

りますか。 

例えば、労働基準法、労働安全衛生法、下請法 

 

法令、条例等の最新情報を入手する方法

を説明してください。 
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規格要求事項（黒:共通、茶:QMS 独自、青:EMS 独自） No 質問事項 評価 メモ 

EMS 6.1.4 取組みの計画策定 

QMS 6.1.2 

組織は，次の事項を計画しなければならない。 

a) 次の事項の取組み 

1) 6.1.1 で特定したリスク及び機会 

2) 著しい環境側面  

3) 順守義務 

b) 次の事項を行う方法 

1) その取組みの品質・環境マネジメントシステ

ムプロセスへの統合及び実施 

2) その取組みの有効性の評価 

 リスク及び機会への取組みは，製品及びサービ

スの適合への潜在的な影響と見合ったものでなけ

ればならない。 

これらの取組みを計画するとき、組織は、技

術上の選択肢、並びに財務上、運用上及び事業

上の要求事項を考慮しなければならない。 

1 

 

 

 

 

 

2 

 

6.1.1、6.1.2、6.013 で決定したリスクを品

質・環境マネマネジメントシステムのプロ

セスへどのように統合していますか。 

例えば、目標に設定する、支援プロセス

の手順に織り込む。 

 

これらの取組み計画を策定するとき、リス

ク及び機会の重要度を考慮されました

か。 

  

 方針／目標管理   

5.2 方針 

5.2.1 品質方針・環境方針の確立 

 トップマネジメントは，次の事項を満たす品質方

針・環境方針を確立し，実施し，維持しなければな

らない。  

 トップマネジメントのインタビューで確認 

（トップマネジメントのチェックリスト参照） 

  

6.2 目標及びそれを達成するための計画策定 

6.2.1  組織は，品質・環境マネジメントシステムに

必要な，組織の著しい環境側面及び関連する順守

義務を考慮に入れ、かつリスク及び機会を考慮し、 

関連する機能，階層及びプロセスにおいて，品質・

環境目標を確立しなければならない。  

品質・環境目標は，次の事項を満たさなければな

らない。  

a) 品質方針・環境方針と整合している。 

b) 測定可能である。 

c) 適用される要求事項を考慮に入れる。  

d) 製品及びサービスの適合，並びに顧客満足の

向上に関連している 

e) 監視する。 

f) 伝達する。 

g) 必要に応じて，更新する。 

組織は，品質目標に関する文書化した情報を維持

しなければならない。 
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2 

 

 

  

品質目標・環境目標は、どのような事柄を
考慮に入れて、設定されていますか。 

 

 

その目標及び達成計画には SMART が織

り込まれていますか。 

Ｓ：Significance(著しさ、意義)・質問 1 

Ｍ：Measurable(測定可能)・6.2.1ｂ） 

Ａ：Achievable(達成可能)・6.2.2a) 

Ｒ：Responsibility（責任）・・6.2.2ｃ） 

Ｔ：Time frame  (期限)・・6.2.2ｄ）  

  

6.2.2 組織は，品質・環境目標をどのように達成す

るかについて計画するとき，次の事項を決定しなけ

ればならない。 

a) 実施事項 

b) 必要な資源 

c) 責任者 

d) 実施事項の完了時期 

e) 結果の評価方法。 

これには、測定可能な環境目標の達成に向け

た進捗を監視するための指標を含む。 

3 

 

 

 

4 

 

必要な資源（人、お金、技術）などは用意

されていますか。 

 

 

期中において、目標の達成状況をどのよ

うに監視されていますか。 

  

9 パフォーマンス評価 9.1.1 一般 

 組織は、環境パフォーマンスを監視し、測定

し、分析し、評価しなければならない。 

1 

 

 

品質目標・環境目標の取組み結果、目標

は達成されましたか。 

結果を見せてください。 
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規格要求事項（黒:共通、茶:QMS 独自、青:EMS 独自） No 質問事項 評価 メモ 

 組織は，次の事項を決定しなければならない。 

a) 監視及び測定が必要な対象 

b) 妥当な結果を確実にするために必要な，監視，

測定，分析及び評価の方法 

c) 組織が環境パフォーマンスを評価するため

の基準及び適切な指標 
d) 監視及び測定の実施時期 

e) 監視及び測定の結果の，分析及び評価の時期 

 組織は，品質・環境マネジメントシステムのパフォ

ーマンス及び有効性を評価しなければならない。 

 組織は、監視、測定、分析及び評価の結果の

証拠として、適切な文書化した情報を保持しな

ければならない。 

 

2 

 

 

 

 

 

3 

 

 

支援プロセスに関連するリスク及び機会

への取り組みの有効性を評価した記録を

見せてください。 
例えば、教育訓練計画の達成状況、女性活用

促進計画の達成状況等 

 

これらの評価結果より、次の期に、どんな

ことを織り込まなければなりませんか。 

 運 用   

8.1 運用の計画及び管理 

組織は、次に示す事項の実施によって、環境

マネジメントシステム要求事項を満たすため、

並びに 6.1 及び 6.2 で特定した取組みを実施す

るために必要なプロセスを確立し、実施し、管

理し、かつ、維持しなければならない。 
� プロセスに関する運用基準の設定 
� その運用基準に従った、プロセスの管理の

実施 

1 

 

 

 

 

 

2 

環境に関して 6.1 及び 6.2 で特定した取

組みを計画し管理するために必要なプロ

セスにはどんなプロセスがありますか。 
例：総務部が担当する順守義務の取組み、

環境目標を達成するための計画及び関連手

順、グリーン購入等 

その手順や取組みの記録があれば見せ
てください。 

  

8.2 緊急事態ヘの準備及び対応 

 組織は、6.1.1 で特定した潜在的な緊急事態

への準備及び対応のために必要なプロセスを確

立し、実施し、維持しなければならない。 
組織は、次の事項を行わなければならない。 

a) 緊急事態からの有害な環境影響を防止又は

緩和するための処置を計画することによっ

て、対応を準備する。 
b) 顕在した緊急事態に対応する。 
c) 緊急事態及びその潜在的な環境影響の大き

さに応じて、緊急事態による結果を防止又

は緩和するための処置をとる。 
d) 実行可能な場合には、計画した対応処置を

定期的にテストする。 
e) 定期的に、また特に緊急事態の発生後又は

テストの後には、プロセス及び計画した対

応処置をレビューし、改訂する。 
f) 必要に応じて、緊急事態への準備及び対応

についての関連する情報及び教育訓練を、

組織の管理下で働く人々を含む関連する利

害関係者に提供する。 
組織は、プロセスが計画どおりに実施されると

いう確信をもつために必要な程度の、文書化し

た情報を維持しなければならない。 

1 

 

 

 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

6.1.1 で特定した潜在的な緊急事態の

準備及び対応の計画の中で総務部が担

当する緊急事態の対応手順があれば説

明してください。 

例えば、火災、地震、洪水、疫病等 

不幸にも、緊急事態が発生した場合の

対応手順を説明してください。 

対応手順をどのような頻度でテストし

ていますか。その記録はありますか。 

緊急事態が発生したとき、どんな外部

関係者に、どのように伝達しますか。 

テストの後、対応処置が適切であった

かレビューされていますか。 

緊急事態の準備及び対応の手順を組織

の管理下で働く人々にも教育していま

すか。 

  

 支 援   

7.1.１ 資源 

組織は，品質・環境マネジメントシステムの確

立，実施，維持及び継続的改善に必要な資源を明

確にし，提供しなければならない。 

組織は，次の事項を考慮しなければならない。 

a)既存の内部資源の実現能力及び制約 

b)外部提供者から取得する必要があるもの 

 

1 

 

総務部が主として管理を担当している資

源にはどのような資源がありますか。 

例えば、人材、資金、インフラ、天然資源（水・

燃料エネルギー）など 
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規格要求事項（黒:共通、茶:QMS 独自、青:EMS 独自） No 質問事項 評価 メモ 

ISO14001 A.7.1 抜粋 

資源には、人的資源、天然資源、インフラストラ

クチャ、技術及び資金が含まれ得る。人的資源の

例には、専門的な技能及び知識が含まれる。イン

フラストラクチャの資源の例には、組織の建物、

設備、地下タンク及び排水システムが含まれる。 

7.1.2 人々 

 組織は，品質マネジメントシステムの効果的な実

施，並びにそのプロセスの運用及び管理のために

必要 な人々を明確にし，提供しなければならな

い。 

 

1 

 

在籍社員及び有資格者はどのように明確

にしていますか。 

  

7.1.3 インフラストラクチャ 

 組織は，プロセスの運用に必要なインフラストラク

チャ，並びに製品及びサービスの適合を達成する

ために必要なインフラストラクチャを明確にし，提供

し，維持しなければならない。 

注記 インフラストラクチャには，次の事項が含まれ得る。  

 a)建物及び関連するユーティリティ  

 b)設備。これにはハードウェア及びソフトウェアを含む。  

 c)輸送のための資源  

 d)情報通信技術 
ISO14001 A7.1 

インフラストラクチャの資源の例には，組織の建物，設

備，地下タンク及び排水システムが含まれる。 

1 

 

 

 

 

2 

 

総務部が管理責任を有するインフラに

は、どのようなものがありますか。 

例えば、施設の建物、キューピクル、エアコ

ン、地下タンク、排水システム、情報システム等 

 

それらは、誰がどのように管理及び保守

点検を行っていますか。 

  

7.1.4 プロセスの運用に関する環境 
 組織は，プロセスの運用に必要な環境，並びに
製品及びサービスの適合を達成するために必要な
環境を明確にし，提供し，維持しなければならな
い。 
注記  適切な環境は，次のような人的及び物理的要因

の組合せであり得る。 

a) 社会的要因（例えば，非差別的，平穏，非対立的） 

b) 心理的要因（例えば，ストレス軽減，燃え尽き症候群

防止，心のケア） 

c) 物理的要因（例えば，気温，熱，湿度，光，気流，衛

生状態，騒音）これらの要因は，提供する製品及びサー

ビスによって，大いに異なり得る。 

1 作業員の起こり得るミス、燃え尽き症候群

又はいじめを防止するためにどのようなこ

とを実施されていますか。 

例えば、定期的なストレスチェックの実施、メンタ

ルヘルス相談、ジョブローテーション等 
  

7.1.6 組織の知識 
 組織は，プロセスの運用に必要な知識，並びに
製品及びサービスの適合を達成するために必要な
知識を明確にしなければならない。この知識を維
持し，必要な範囲で利用できる状態にしなければ
ならない。 
 変化するニーズ及び傾向に取り組む場合，組織
は，現在の知識を考慮し，必要な追加の知識及び
要求される更新情報を得る方法又はそれらにアク
セスする方法を決定しなければならない。 

1 

 

 

 

 

2 

全社の教育訓練計画を策定する際に、 

これまでに経験しない製品の設計開発や

受注、技術革新等変化する変化する外部

の情報をどのように取り入れていますか。 

 

社員の高齢化により熟練技能者の退職が

予測される場合、技能の伝承にどのように

取り組んでいますか。 

  

7.2 力量 

 組織は，次の事項を行わなければならない。 

a) 品質マネジメントシステムのパフォーマンス及び

有効性に影響を与える業務、並びに組織の環境パ

フォーマンスに影響を与える業務、及び順守義務

を満たす組織の能力に影響を与える業務を組織の

管理下で行う人（又は人々）に必要な力量を明確

にする。 

b) 適切な教育，訓練又は経験に基づいて，それら

の人々が力量を備えていることを確実にする。 

c) 組織の環境側面及び環境マネジメントシステム

1 

 

 

 

2 

 

 

 

3 

 

教育訓練計画を策定するときに、教育訓

練のニーズをどのように把握されています

か。 

 

環境保全に関する教育も計画されていま

すか。 

例えば、順守義務、環境保全のベンチマーク。 

 

技能実習生を採用している場合、その定

着支援をどのように実施されていますか。 
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規格要求事項（黒:共通、茶:QMS 独自、青:EMS 独自） No 質問事項 評価 メモ 

に関する教育訓練のニーズを決定する。 

d) 該当する場合には，必ず，必要な力量を身に

付けるための処置をとり，とった処置の有効性を評

価する。 

e) 力量の証拠として，適切な文書化した情報を保

持する。 

注記  適用される処置には，例えば，現在雇用している

人々に対する，教育訓練の提供，指導の実施，配置転

換の実施などがあり，また，力量を備えた人々の雇用，

そうした人々との契約締結などもあり得る。 

 

4 

 

教育訓練の有効性はどのように把握され

ていますか。 

7.3 認識 

組織は，組織の管理下で働く人々が，次の事項

に関して認識をもつことを確実にしなければならな

い。 

a)品質方針、環境方針 

b)関連する品質目標、及び自分の業務に関係す

る著しい環境側面及びそれに伴う顕在する又は

潜在的な環境影響 
c)パフォーマンスの向上によって得られる便益を含

む，品質・環境マネジメントシステムの有効性に対

する自らの貢献 
d)組織の順守義務を満たさないことを含む、品

質・環境マネジメントシステム要求事項に適合しな

いことの意味 

 

1 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

3 

新入社員に対して、品質方針・環境方

針、自分の業務に関係する著しい環境側

面、目標とその目標達成に対する自らの

貢献についての自覚教育を実施されてい

ますか。 

 

コンプライアンスの不順守、事故、顧客苦

情や不適合なアウトプットがあった場合、

どのような不利益を被るか説明しています

か。 

 

派遣社員や構内の外部要員に対しては

どのような教育を実施されていますか。 

  

7.4（EMS 7.4.1） コミュニケーション  

 組織は，次の事項を含む，品質・環境マネジメン

トシステムに関連する内部及び外部のコミュニケー

ションを決定しなければならない。 

a) コミュニケーションの内容 

b) コミュニケーションの実施時期 

c) コミュニケーションの対象者 

d) コミュニケーションの方法 

e) コミュニケーションを行う人 

コミュニケーションプロセスを確立すると

き、組織は、次の事項を行わなければならない。 
� 順守義務を考慮に入れる。 
� 伝達される環境情報が、環境マネジメント

システムにおいて作成される情報と整合

し、信頼性があることを確実にする。 
組織は、環境マネジメントシステムについて

の関連するコミュニケーションに対応しなけれ

ばならない。 
組織は、必要に応じて、コミュニケーションの

証拠として、文書化した情報を保持しなければ

ならない。 

7.4.2 内部コミュニケーション 

組織は、次の事項を行わなければならない。 

a) 必要に応じて、環境マネジメントシステムの変

更を含め、環境マネジメントシステムに関連す

る情報について、組織の種々の階層及び機能

間で内部コミュニケーションを行う。 

b) コミュニケーションプロセスが、組織の管理下

で働く人々の継続的改善への寄与を可能に

することを確実にする。 

1 

 

 

 

 

 

2 

 

 

3 

全社の方針及び目標の周知のために、ど

のような内部コミュニケーションを実施して

いますか。 

例えば、全員集会、イントラネット等 

 

 
社員からの意見、提案をどのように取集し
ていますか。 
 
 
行政や業界団体、地域住民からの苦情・
要望を受け付けるしくみが構築されていま
すか。 
例えば、環境情報伝達票と伝達のしくみ 
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規格要求事項（黒:共通、茶:QMS 独自、青:EMS 独自） No 質問事項 評価 メモ 

7.4.3 外部コミュニケーション 

組織は、コミュニケーションプロセスによって確立

したとおりに、かつ、順守義務による要求に従っ

て、環境マネジメントシステムに関連する情報につ

いて外部コミュニケーションを行わなければならな

い。 

附属書 A.7.4 抜粋 

コミュニケーションによって、組織は、著しい環境

側面、環境パフォーマンス、順守義務及び継続的改

善のための提案に関する情報を含む、環境マネジメ

ントシステムに関連した情報を提供し、入手するこ

とが可能となる。コミュニケーションは、組織の中

と外との双方向のプロセスである。 

1 

 

 
 
 
 
 

 

2 

順守義務による要求に従った外部コミュ

ニケーションにはどのようなものがあ

りますか。 
例えば、産業廃棄物の管理表の交付状況、ＰＲ

ＴＲ法対象化学物質の移動量、緊急事態の場合

に，外部の利害関係者とコミュニケーションをとる

ためのプロセス等 

 
顧客や規制当局に対して、当社の環境パ
フォーマンス情報を公開されていますか。 

  

9.1 監視、測定、分析及び評価 9.1.1 一般 

 組織は、環境パフォーマンスを監視し、測定

し、分析し、評価しなければならない。 
 組織は，次の事項を決定しなければならない。 

a) 監視及び測定が必要な対象 

b) 妥当な結果を確実にするために必要な，監視，

測定，分析及び評価の方法 

c) 組織が環境パフォーマンスを評価するため

の基準及び適切な指標 
d) 監視及び測定の実施時期 

e) 監視及び測定の結果の，分析及び評価の時期 

 組織は，品質・環境マネジメントシステムのパフォ

ーマンス及び有効性を評価しなければならない。 

 組織は、コミュニケーションプロセスで特定

したとおりに、かつ、順守義務による要求に従

って、関連する環境パフォーマンス情報につい

て、内部と外部の双方のコミュニケーションを

行わなければならない。 
組織は、監視、測定、分析及び評価の結果の

証拠として、適切な文書化した情報を保持しな

ければならない。 

1 

 
 
 

 

2 

経理情報の監視結果を、改善の機会と

して該当部門に発信していますか。 
例えば、電気の使用量、燃料の使用量、副

資材の使用量、廃棄物の排出量等 

 

当社の環境パフォーマンス指標は何で

すか。 

指標の推移を見せてください。 
ISO14001 6.2.4 

環境パフォーマンス指標の例 

−  原材料又はエネルギーの使用量 

−  二酸化炭素（CO2）などの排出量 

−  完成品の量当たりの発生廃棄物 

−  原材料及びエネルギーの使用効率 

−  環境に関する出来事（例えば，制限を 

超えた逸脱）の件数 

−  環境事故（例えば，計画外の排出）の件数 

−  廃棄物のリサイクル率 

−  包装材料のリサイクル率 

−  製品の単位量当たりのサービス輸送距離 

−  特定の汚染物質排出量 

−  環境側面の特定について教育訓練を 

受けた人の数 

−  低排出技術への支出予算の比率 

 

  

 文書化した情報の管理   

以下は総務部が文書管理を担当している場合（内容は管理責任者のチェックリストと同じ） 

7.5 文書化した情報 

 7.5.1 一般 

組織の品質・環境マネジメントシステムは、次の

事項を含まなければならない。 

a) この規格が要求する文書化した情報 

b) 品質・環境マネジメントシステムの有効性のた

めに必要であると組織が決定した、文書化した

情報 
注記 品質・環境マネジメントシステムのための文

書化した情報の程度は、次のような理由によって、

それぞれの組織で異なる場合がある。 
� 組織の規模、並びに活動、プロセス、製

品及びサービスの種類 
� 順守義務を満たしていることを実証する

必要性  
� プロセス及びその相互作用の複雑さ 

組織の管理下で働く人々の力量 

1 

 

 

 

 

 

2 

 

文書化した情報のリストがあれば見せてく

ださい。 

［規格が要求する文書化した情報 が網羅

されているかを確認する］ 

（このチェックリストの最下欄 注記参照） 

 

品質・環境マネジメントシステムの有効性

のために組織が必要であると決定した文

書化した情報にはどんな情報があります

か。文書の量は適切ですか（ムダな文書

はありませんか。 
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規格要求事項（黒:共通、茶:QMS 独自、青:EMS 独自） No 質問事項 評価 メモ 

7.5.2 作成及び更新 

 文書化した情報を作成及び更新する際，組織

は，次の事項を確実にしなければならない。  

a) 適切な識別及び記述（例えば，タイトル，日付，

作成者，参照番号）  

b) 適切な形式（例えば，言語，ソフトウェアの版，

図表）及び媒体（例えば，紙，電子媒体） 

c) 適切性及び妥当性に関する，適切なレビュー

及び承認 

3 文書化した情報の識別はどのようにして

いますか。 

どのような媒体で管理していますか。 

レビュー及び承認はどのようにしています

か。 

（電子媒体で管理している場合は、電子シ

ステムにアクセスして確認する） 

  

7.5.3 文書化した情報の管理 

7.5.3.1 品質・環境マネジメントシステム及びこの

規格で要求されている文書化した情報は，次の事

項を確実にするために，管理しなければならない。 

a) 文書化した情報が，必要なときに，必要なところ

で，入手可能かつ利用に適した状態である。 

b) 文書化した情報が十分に保護されている（例え

ば，機密性の喪失，不適切な使用及び完全性の

喪失からの保護）。 

7.5.3.2 文書化した情報の管理に当たって，組織

は，該当する場合には，必ず，次の行動に取り組ま

なければならない。 

a) 配付，アクセス，検索及び利用 

b) 読みやすさが保たれることを含む，保管及び保

存 

c) 変更の管理（例えば，版の管理） 

d) 保持及び廃棄 

 品質・環境マネジメントシステムの計画及び運用

のために組織が必要と決定した外部からの文書化

した情報は，必要に応じて識別し，管理しなければ

ならない。 

 適合の証拠として保持する文書化した情報は，

意図しない改変から保護しなければならない。 

注記  アクセスとは，文書化した情報の閲覧だけの許可

に関する決定，又は文書化した情報の閲覧及び変更の

許可及び権限に関する決定を意味し得る。 

4 

 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

8 

 

 

 

マネジメントシステムに必要な文書化した

情報の使用部署への適切な版の配付管

理はどのように行われていますか。 

 

IT システムのセキュリティ管理はどのよう

に実施されていますか。 

 

配布、アクセス、検索、保管、版の管理、

保存及び管理、はどのようにしているか見

せてください。 

（電子媒体で管理している場合は、電子シ

ステムにアクセスして確認する） 

 

機密性の高いデータ（例えば，個人情

報，極秘情報）を廃棄するときは、どのよう

な手順で廃棄していますか。 

 

外部から入手する情報には、どのようなも

のがありますか。その管理方法を説明して

ください。 

  

 

 

注記 ISO9001：2015 規格が要求する文書化した情報 

 文書化した情報の維持（文書類） 

ISO9001：2015 

条項番号 
内   容 

4.3 品質マネジメントシステムの適用範囲の文書化した情報 

4.4.2 a)  必要な程度のプロセスの運用を支援するための文書化した情報 

5.2.2 a)  品質方針の文書化した情報 

6.2.1  品質目標に関する文書化した情報 

8.1 e)  
プロセスが計画どおりに実施されたという確信をもつ,製品及びサービスの要求事項への

適合を実証するために必要とされる程度の,文書化した情報 
文書化した情報の保持（記録） 

ISO9001：2015 

条項番号 
内   容 

4.4.2 b) 必要な程度のプロセスが計画どおりに実施されたと確信するための文書化した情報 

7.1.5.1 監視及び測定のための資源が目的と合致している証拠としての適切な文書化した情報 
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7.1.5.2 a) 
国際・国家計量標準にトレーサブルな計量標準が存在しない場合に用いた校正又は検証の

よりどころとなる文書化した情報 

7.2 d) 力量の証拠としての適切な文書化した情報 

8.1 e) 
プロセスが計画どおりに実施されたという確信をもつ,製品及びサービスの要求事項への

適合を実証するために必要とされる程度の,文書化した情報 
8.2.3.2 レビューの結果,製品及びサービスに関する新たな要求事項に関する文書化した情報 
8.3.3 設計・開発へのインプットに関する文書化した情報 

8.3.4 f) 設計・開発プロセスの管理の活動についての文書化した情報 

8.3.5 設計・開発のアウトプットについての文書化した情報 

8.3.6 
設計・開発の変更,レビューの結果,変更の許可,悪影響を防止するための処置に関する文書

化した情報 

8.4.1 
外部提供者の評価,選択,パフオーマンスの監視,及び再評価の活動及び評価によって生じ

る必要な処置についての文書化した情報 
8.5.2 トレーサビリティを可能とするために必要な文書化した情報 

8.5.3 
顧客若しくは外部提供者の所有物を紛失若しくは損傷した場合,又はその他これらが使用

に適さないと判明した場合の発生した事柄ついての文書化した情報 

8.5.6  
変更のレビューの結果,変更を正式に許可した人(人々)及びレビューから生じた必要な処

置を記載した文書化した情報 

8.6 
製品及びサービスのリリースについて,合否判定基準への適合の証拠,リリースを正式に許

可した入(又は入々)に対するトレーサビリティを含む文書化した情報 

8.7.2 
不適合の記載,とった処置の記載,取得した特別採用の記載,不適合に関する処置について

決定する権限をもつ者の特定した文書化した情報 

9.1.1 
品質マネジメントシステムのパフオーマンス及び有効性の評価の結果の証拠としての適

切な文書化した情報 

9.2.2 f) 監査プログラムの実施及び監査結果の証拠としての文書化した情報 

9.3.3 マネジメントレビューの結果の証拠として文書化した情報 

10.2.2 a) 不適合の性質及びそれに対してとったあらゆる処置の証拠としての文書化した情報 

10.2.2 b) 是正処置の結果の証拠としての文書化した情報 

 

注記 ISO14001：2015 規格が要求する文書化した情報 

ISO14001：2015 

条項番号 
文書化した情報 

4.3 EMS の適用範囲 

5.2 環境方針 

6.1 
・6.1（リスク及び機会）のプロセスの有効性を確信するための必要なもの 

・取り組む必要があるリスク及び機会 

6.1.2 
・環境側面とその環境影響 

・著しい環境側面を決定するために用いた基準 

・著しい環境側面 

6.1.3 順守義務 

7.4 コミュニケーションの証拠 

7.5 EMS の有効性のために組織が決定したもの 

8.1 プロセスの有効性を確信するために必要なもの 

8.2 プロセスの有効性を確信するために必要なもの 

9.1 監視、測定、分析及評価の結果の証拠 

9.1.2 順守評価の結果の証拠 

9.2 内部監査プログラムの実施及び結果の証拠 

9.3 マネジメントレビューの結果の証拠 

10.2 
・不適合の性質及び処置の証拠 

・是正処置の結果の証拠 

 

 


